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４「序文  (二)」 １ ）  

  

 

 

 

図 1 テ ィ ン ト レ ッ ト 「 コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル 陥 落 」（ 16 世 紀 ）  

（ ル カ ・ コ ル フ ェ ラ イ  中 山 悦 子 訳 『 図 説 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 』 河 出 書 房 新 社  1996, pp. 28-29） 
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「マルコ・ポーロ殿の次の文、＜時に我らが主の御年一千二百五十の頃おい、

総督殿の名代とてヴェネツィア・ポデスタが駐在する慣わしであったコンスタ

ンティノープルは皇帝ボードゥアンの御世に ＞、にまつわるジォ・バッティス

タ・ラムージォ殿の解説」  

        

  マルコ・ポーロ殿はその旅行記を上のような言葉で書き出しているのだが、

まさに当時何ゆえまたコンスタンティノープルにヴェネッィア・ドージェ  [総

督]の名代としてポデスタ［行政長官］が駐在していたのか、その理由につき

多くの歴史家たちが様々に述べているとはいえ、私としても、何よりもかくも

名も誉も高い過去についての知識は、この真に神のごとき共和国の偉大さと優

秀さに深く関わる事柄ゆえ、その理由をあとうかぎり簡潔かつ読者に十分納得

ゆくよう、本書に先だって説明しておくことがどうあっても必要不可欠と思え

たのである。そこで私は、このコンスタンティノープル遠征についての、当共

和国にあるはるか昔の書物や当時の古い文書や記録から、以下の詳細を抜き出

して要約したのだが、それは小生の見るところ、必ずや親愛なる読者諸氏に御

満足戴ける体のものであろうと信ずる次第である 2）。    

  とまれ、まずはそもそも我らが救いの一千二百二年、当ヴェネツィア市にフ

ランドルとエノーの伯ボードゥアン、その弟君アンリ、ブロアとシャルトル の

伯ルイ、サン・ポールの伯ユーグら、まことにもって信仰篤きフランスならび

にフランドルの大公たちが、過ぐる年十字架の印を取った諸侯に領主、司教に

修道院長ら多数を伴ってやって来たことに端を発する。また 彼らは多勢の軍を

引き具していたが、市に迷惑をかけぬよう海際のサン・ニコロに宿営し、そこ

へは市当局より日々必要な食糧が支給された（その総大将はモンフェッラート

侯ボニファーチォ三世だった）3）。彼らの目的は聖地のキリス卜教徒の救援に

赴くことにあり、そこは我らが救いの 一千九十九年頃かの有名なゴドフロァ・

ブイヨンと諸侯による奪回以来、八十八年にわたってずっと領有されてきたの

だが、少し前エジプトのスルタン・サラディンによって、ギー・ドゥ・リュジ

ニャンの手から全シリアの王国共々エルサレムも奪い取られていた。さて、彼

らはその一千二百二年十月八日サン・ニコロ・デ・リオ港より艦隊に乗り込ん

だのだが、その船団は前の年彼らがヴェネツィアに派遣した使節たちとの間に
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結ばれた協定に基づき、当時の共和国統領リーゴ ［エンリーコ］・ダンドロ閣

下により彼らのために用意されたものであった。同統領は、聖地の奪回といっ

たかくも神聖にして敬虔な企てとあらば、その老齢と盲目もものかは、信仰 篤

き善き総督にふさわしく自からも加わらんこ とを熱望した。が、それに先立ち、

この遠征において彼に従うべき全市民とともに、厳粛かつ盛大な儀式をもって

サン・マルコ教会の大祭壇の前で十字架の紋章をとり、共和国の定めるところ

により市政府を己が息子ラニェーロの手に委ねた。当時共和国はスキャヴォニ

ア［ユーゴスラヴィア］のザラ市を失っており、まずはそれの奪回に行くとい

う取り決めが諸侯との間に結ばれたのだった。同市は陸海軍による長期の攻囲

の末、十一月［15 日］に陥落し、それまでそこを占領していたハンガリー王

ベーラの手から取り戻された。やがて厳冬の季節に入ったがため、予定されて

いたシリア侵攻とエルサレム征服に向けての進発は見合わせられた 4）。   

 ちょうどその最中マーニャ［アレマーニャ］王シュヴァーヴェンのフィリッ

プから派遣された使節たちがザラにいる諸侯のもとにやって来、少し前叔父の

僣主アレクシオス三世の残酷な手から逃れて自分のもとに来ていた、コンスタ

ンティノープル皇帝イサキオス［二世］アンゲロスの息子にして自分の義兄弟

にあたる［小］アレクシオスに同情して助けてくれるならば（アレクシオス三

世は、この小アレクシオスの父であり自分の実兄でもあるイサキオス 二世の目

をえぐって支配者となり、かくも大いなる裏切りをもってかのコンスタンティ

ノープル帝国を纂奪していた)、主君と彼から広い権限を与えられていること

とて大いに報酬をはずむのだがと伝えた。使節たちは、諸侯やドージェに懇願

を繰り返した末、ようやくかの若者にたいする同情から、出帆でき次第その息

子を父親ともども復位さすべく尽力しようとの約束を取り付けた。その時同時

に、使節たちの口から次のことが非常に厳かに約束、宣誓された。すなわち、

もし父共々帝位に戻してもらえたならば、彼は直ちに国全体を、すでに遥か昔

そこから分離したローマ教会への服従のもとに再び戻すのみならず、諸侯に対

して銀二十万マルクと全軍に対する食糧を提供する、さらにはこの聖なる使命

のため向こう一年間歩兵一万を自費で負担する、というものであった。そのう

え、生涯にわたって五百人の騎兵を聖地に自腹で駐屯さすことも約束した 5）。 

 この契約が結ばれ、双方互いに厳かに誓い合った後、使節―行は出立し、マ
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ーニャのフィリップのもとに戻り、諸侯とドージェによって指定されたかの若

者が共に出帆すべくザラで彼らと落ち合うべき日、復活祭の数日後［ 1203 年  

1 月  25 日］、を伝えた。彼が到着すると、艦隊を整えて兵を乗せ、まっすぐに

コンスタンティノープルヘと向かい、数日でそこに着き、カルケドン海岸に上

陸した。そこは海峡［金角湾］をはさんだコンスタンティノープルの対岸で［ガ

ラ ー タ 地 区 ］、 当 時 ギ リ シ ァ 皇 帝 の と て も 美 し い 宮 殿 が あ っ た 。 ウ シ ェ ー レ

usciere（運搬船、今はパランデーリャ palanderia という）から馬を降ろし、

諸侯は戦闘を命じたのだが、それは後に市への襲撃と至らずにはおかなかった。

同海岸で僣主アレクシオスの提督と小競り合いがあったがこれを破り、ドージ

ェ・ダンドロのガレー  船の舳先に若きアレクシオスを乗せて再び海に漕ぎ出

し、コンスタンティノープルの城壁と塔に鈴なりになっている同市のギリシァ

人に示して、彼に降伏するかどうかを見ようとした。かくて海峡を渡り、コン

スタンティノープルの地に上陸したが、その岸には僣主アレクンオスが上陸を

阻止すべく多数のギリシァ人歩兵・騎兵と待ち構えていた。が、同皇帝は敵の

かくも大胆な行動に仰天して怖じ気づき、すぐ退却した。また、非常に頑丈な

鎖でそことコンスタンティノープルを結んで港を封鎖していたペーラ塔は  フ

ランス人によって占拠された。   

 陸からは彼らフランス人によって、海からはその船とガレー船でもってヴェ

ネツィア人によって包囲が敷かれ、攻撃命令が下されると、ペーラ湾にガレー

船を並べたドージェの軍隊は、攻城機 mangani と投石機 perlere を船で運び、

戦闘を開始した（というのも、今日の戦争で普通使用されるような驚くべき兵

器はまだなかったからである）。そして勇敢に市壁を攻撃したから、城壁は数

日足らずのさほど長期に渡らぬ 戦闘の後、あたかも神の恵みによるかのごとく

奪取され、かくて市の塔の一つにサン・マルコの旗が翻るのが目にされたが 、

ギリシァ人 はそれが どのように してそこ に打ち立て られたの か誰も理解 でき

ず、慌てふためいてその地区の塔二十五以上を早々に放棄し、逃走した。塔は

すぐドージェによって占拠され、中にヴェネツィア守衛兵が配置されたが、そ

のニュースは陸上部にいた諸侯に直ちに伝えられた。それを聞くや彼らは攻撃

を倍加し、城壁のそこかしこに梯子を架けて登った。こうして瞬く間に市の一

部が奪われ、敵の沢山の家に火が放たれた。その時僣主アレクシオスは、敵勢
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かなわぬと見て新たな忠告を聞き入れ、全軍を率いて市の二つの門から戦場に

打って出た。諸侯は、かくも多勢の敵が向かってくるのを見て自軍を集結させ

陣を敷いたのだが、攻撃は真正面から以外なかったから、今や遅 しと激突の態

勢に入った。あたかも全戦場が敵の大隊に覆われたかのごとくで、  彼らは整

然と確かな足取りで諸侯に向かって進撃してきた。が、六大隊しか持たぬ諸侯

がかほどの大群の攻撃を待ちかまえている光景たるや、 驚くべきものだった。

かの僣主は自軍と共に前進し、もう遠くからでも易々と矢が届くほどの距離に

迫っていた。  

 これを聞くやヴェネツィア・ドージェは、生きるも死ぬるも巡礼団と共にあ

りたいと言ってすでに征服していたかの塔を放棄させ、ただちに自軍に乗船を

命じた。そして上陸するや全兵力を率いて陸上軍と合流した。巡礼団の大隊は

敵の面前にあって常に整然かつ毅然としていたので、ギリシァ人は攻撃する気

力を持ちえなかった。これを見て僣主は度を失い、直ちに兵を退き始め、市中

に戻った。そして持てるだけの宝石財宝を抱え、妻も友人も打ち捨て、何もか

も放って、ただ自分の命のことしか考えずに次の夜逃げ出し、八年二か月と十

日の間暴君として君臨した（という）市と帝国を哀れにも放棄した。ちょうど

その暴君の逃走の折り、盲目の皇帝イサキオスが獄から救出され、国民によっ

て帝位に連れ戻され、帝衣をまとい、家臣の手で丁重かつ華々しくブラケルナ

宮殿に迎えられた。しかるに彼はその時、夜の暗闇ゆえにそうしたことは非常

に困難だったにもかかわらず、どうあっても息子アレクシオスをその腕に抱き

締めたいと望み、軍の中に呼びにやって他の諸候と共に丁重に連れて来るよう

命じた。が、諸侯はその前に、息子と娘婿フィリッの使節たちによってザラで

彼の名にお いて約束 されたこと が翌日厳 かに誓約さ れないう ちは同意で きな

いとして、息子との間で取り交わされた契約を確認させるべく、夜が明けると

ドージェと 諸侯の名 代としてヴ ェネツィ ア人とフラ ンス人そ れぞれ二人 を皇

帝のもとに遣した。そして誓いの言葉と皇帝書状をもってそれが確認され、彼

がいつも使っていた黄金の玉璽でもって封印されてようやく、諸侯は馬にまた

がり、青年を市にいた父のもとに伴い、彼は父によって非常な悦びのうちに迎

えられたのだった。それから数か月後の八月の最初の日、サンタ・ソフィア教

会にて彼ら のしきた りに従って 盛大な祝 典と荘重な 儀式のも とに総主教 の手
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で戴冠された。  

 この麗し くも慈悲 深い作戦が 諸侯とド ージェによ って遂行 された結果 父子

共に復位したのを見、ザラで結ばれた同盟は九月のサン・ミケーレの日［ 29 日］

までしか有効でなかったこともあり、彼らは今となっては予定どおリシリアに

向けての旅に出立したいと望んだ。出発の時期が迫り、無駄に時を過ごして所

期の目的を遂げるこれほど善い機会が失われないようにと、約束の金とザラで

の契約の残りを払うよう、老イサキオスと青年皇帝 に伝えた。アレクシオスは

まったく愛想のいい言葉と懇願でもって自らの狡猾と欺瞞を取り繕い、まんま

と彼らの出発をサン・ミケーレの日から二月にまで引き延ばすことに成功し、

翌年のサン・ミケーレの日までの同盟を改めて誓い、それまでに契約したもの

をすべて支払うことを約束した。諸侯は、自分たちのおかげで父と共に復位で

きたのだから、彼もまた約束を守るものと深く信じてその言い訳を受け入れ、

アレクシオスの頼みに応じてかの地に留まったのだった。  

 ところがそうこうするうちにアレクシオスは、家臣の悪しき進言によってか

それとも別の理由によってか、自分をこれほど親切丁寧に助け、かくも大きく

目ざましい恩顧を施してもらったドージェと諸侯たちに対して、露骨に邪険で

信なき態度を見せ始め、果はてとうとうある日厚かましくも、金璽をもって封

印された父の皇帝書状、それはドージェのもとに保管されていたのだが、によ

って明らかであるにもかかわらず、前に約束したことを打ち消すまでに至った。

諸侯は、約束を果たすよう何度も何度も求 めたのだが、かくも愚弄された以上

己が名誉を守るためやむなく、彼の破廉恥と帝国の不名誉を糾弾して脅迫をも

って支払いを迫るほかなく、ついに戦 端を開くに至った。かくて戦いは、この

青年皇帝の不誠実ゆえに、再び激しくまた雄々しく開始されたのだった。  

 こうして コンスタ ンティノー プルがま たもやフラ ンス人と ヴェネッィ ア人

によって海陸両面から包囲されていたとき、アレクシオスは自分の近親で忠 臣

だった、やはリアレクシオスなる名の、眉毛がくっついていたためからかい半

分に俗にマルクルフォ Marculfo と呼ばれる公爵の裏切りにあった 6）。ある夜

深い眠りに落ちていたところを襲われ、とある暗い牢獄に放り込まれ、数日後

帝位六か月日にして密かに首を絞められたのだった。毒は その前に獄中で三度

盛られたが、彼には効かなかったからである。アレクシオスが死ぬと、自然に
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死亡したかのごとく皇帝として葬送され、マルクルフォは家来の応援を得て帝

国と市の支配権を奪い、ギリシァ人の非常な嘆きと老イサキオスの悲しみのう

ちに僣主となった。父イサキオスは息子の悲劇的な最期のことを聞くと、悲嘆

のあまりすぐに亡くなった。諸侯とドージェはこの酷い裏切りのことを聞き知

って攻撃の手を緩めず、様々な機械でもって城壁と塔を昼夜を分かたず幾つと

なく破壊した。かくて戦争は二重となり、双方の間でいくつもの激しい戦闘が

繰り広げられたのだが、その一つの最中、諸侯とヴェネツィア人によって僣主

の皇帝旗が勇敢に戦い取られた。それには喜ばしいことに我らがマドンナの御

姿が描かれており、ギリシァ皇帝たちが帝国の平安と永続を願って、戦いの時

には必ず持ち歩く慣わしとなっていたものだった。この御真影は後にヴェネツ

ィアに持ち来たられ、獲得された他のいかなる高価な財宝にもまして大切にさ

れ、今日大変な崇拝と献身のもとに当市サン・マンコ教会に安置されているが、

また戦争や ペストの 時あるいは 雨ごいや 晴天の祈り の折の行 列で持ち歩 かれ

るあの旗である。   

 最後に二隻のヴェネツィア・ガレー船が、風を得て城壁の下に横付けされ、

帆柱の篭から梯子が渡され、ヴェネツィア人一人とフランス人一人が塔に侵入

し、勇敢にも聖マルコの旗が打ち立てられると、艦隊から歓声が上がった。と

同時に、陸側からはフランス人によって激しく市の門が突破されて、コンスタ

ンティノープルは再び征服され、かくて僣主マルクルフは敗北した。彼はすぐ

に西側のオリア門から逃亡して市を放棄したのだが、玉座には二か月と数日し

かいなかったことになる。諸侯は市中に侵攻し、宿営を張り、莫大な実入りを

もたらした大規模な略奪をかけ たが、夥しい戦利品は、その前に宮殿で結ばれ

ていた取り決めに従って三つの大教会に集められ、諸侯とヴェネッィア人との

間で等分された。また、皇帝選出に当たる十二人、ドージェ側からヴェネツィ

ア人六人と諸侯側からも六人、フランス人司祭四人とロンバルディア人領主二

人、が選ばれた。この選挙のため彼らは、ヴェネツィア・ドージェの宿舎にな

っていた宮殿内のとある豪華な礼拝堂に篭り、何時間にも渡る長い討議の末、

略奪の前に取り決められていたやり方に則って、フランドルとエノーの伯ボー

ドゥアンを皇帝に選んだ。すなわち、十二人のうち票の一番多かった者が皇帝

となる、一人が同数の場合はくじ引きをし当たった者が皇帝となる、皇帝とな
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った者はコンスタンティノープル帝国の四分の一を支配し、もとギリシァ皇帝

の住ま居であった市内のボンカリォンとブラケルナの両宮殿を居所に得る、帝

国の残り四分の三はヴェネッィア人とフランス人諸侯、もっとも彼らは自らを

巡礼と呼ばせていたが、とで等分する、但し聖職者たちは、皇帝に選ばれなか

った側から総主教を選出し、聖ソフィア教会を治め、聖堂参事会員を任命し、

教会国家全体を支配する自由を有する、というものであった。コンスタンティ

ノープル総主教は、その崇敬と富の点で当時ギリシァ人の間ではローマの我ら

が教皇に劣るところ少しもなかった。ヴェネツィア人は、フランス人側のボー

ドゥアンが皇帝に選ばれ、ヴェネツィア・ドージェにはデスポテ despote＜君

主＞の称号  (当時大変名誉な称号だった)が与えられたので、コンスタンティ

ノープル総主教にはトンマーゾ・モレシーニを選出し、帝国は先に取り決めら

れたとおり直ちに四つに分割された。つまり、一つは皇帝ボードゥアンが取り、

残りの三つは他の諸侯とヴェネツィア・ドージェの間で等分された。かく して

ドージェとその後継者たちはこれ以降何年にもわたって、ロマーニャ［ラテン］

帝国全体の四分の一と半分［つまり八分の三］の統治者、なる称号を有するこ

とになったのである。モンフェッラート侯ボニファーチォは、あらゆる手段で

帝権を手中にしようとしたのだが幸運はボードゥアンにあって果たせず、その

家臣となりその代わりに友情の印としてテサロニケ王となった。また、皇帝戴

冠の折  (1204 年  5 月)、 ハンガリー王ベーラの姉妹でかつて故老皇帝イサキ

オスの后であったマリーアと結婚し、その家来を引き連れてテサロニケ領  [マ

ケドニア地方] へと赴いた。ヴェネツィア人は、トラキアの多くの町とエーゲ

海の 島々 と モレ ーア [ペロ ポネ ソ ス半 島 ]の 大部 分か ら なる 自分 達の 帝国 の 所

有と占領へと向かった。また一つの布告を発し、自からの費用で船団を武装し

たヴェネッィア人は誰であれ、上記の島のうちカンディア［クレータ］とコル

フを除くどれでも好きなのを取ってもよい、とした。そこで、当時の文人で総

督ダンドロの顧問としてやって来ていたヴェローナのラバーノ・ダッレ・カル

チェレは、ドージェの許可を得てネグロポンテ島を領有するに至ったのだが、

数年後それを維持するに足る力を持ち得ぬことを 悟り、自分からドージェに譲

った。同島にはその後ずっとその統治のため代官としてヴェネッィア貴人が派

遣され、ついにはその支配下に組み込まれた 8）。   
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総督ダンドロは、帝国の分割で割り当てられたアドリアノープル市攻撃中、

ヴァラキア[ブルガリアの北、ドナウ河北岸 ]とブルガリアの王ヨハンニッツァ

に迫害されて同市に逃れてきていたギリシァ人の手にかかって死亡し、コンス

タンティノープルに運ばれ、荘重な葬儀をもってサンタ・ソフィア教会に葬ら

れた。後に触れるが、ドージェの死に先立ってボードゥアン皇帝が捕虜になる

という大事件があり、かくも険しく困難な事業にあって皇帝もドージェも、自

分たちの頭 か政府と なるべき者 が誰もい ないという 事態に遭 遇したコン スタ

ンティノープルのヴェネツィア人は、ある日一堂に会し、時に一千三百五年  [6

月 29 日]、（再び同地にやって来ていた）マリン・ゼーノ殿を正式にポデスタ

に選んだ。その際、将来ヴェネツィアのドージェによってその時どきにその顧

問と共に派遣される、あるいはコンスタンティノープルのポデスタとして任命

される行政長官あるいは統治者は誰であれ、ヴェネツィアに割り当てられた市

と帝国のかの部分のポデスタ、つまり 真の統治者にして行政長官として受け入

れられるべきことを決議した。またポデスタは、ロマーニャ帝国の四分の一半

の支配者の称号をもつと理解されること、最初フランス人皇帝やそれまでダン

ドロが履いていたと同じく、深紅の絹の靴下(皇帝の印し)を着用すること、も

決定した。かのダンドロこそ、その裁判官・顧問・高位聖職者、その他誉れ高

く彼のもとに集っていた多数の官吏や司法官とともに、その施政の始めに、帝

国封土はヴェネッィア人以外には譲渡され得ないという布告を発し、ドージェ

から封土を授けられていた者たちにそれを保証したのであり 、その他にも国民

並びに国家全体のために多くの措置を予め講じたのだった。そして彼の後も、

コンスタンティノープルにフランス人皇帝が続く一方、ヴェネッィア共和国か

らはこの帝 国領土の 支配のため に秩序正 しく派遣さ れたポデ スタが途切 れる

ことなく引き継ぎ、その領土はそれ以後も、ドージェ・ダンドロがその称号を

保持していたところから、ギリシァ人からはデスポタート despotato と呼ばれ

たのだった ９ ）。  

一方、とある戦闘でブルガリア・ヴァラキア王ヨハンニッツァの兵の手にか

かって捕虜となり、後に逝ったボードゥアン皇帝の死後は、その日まで帝国代

官［バイロ］の肩書きで多大の勇気と決断でもって軍を統率していたその弟ア

ンリが、コンスタンティノープルにいた諸侯によって後継者に選ばれた。彼は
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一千二百六年八月二十日聖ソフィア教会にて、その頃ローマから戻った総主教

トンマーゾ・モロシーニから厳かに帝冠を戴いた。モロシーニはローマで教皇

インノケンティウス三世からその総主教職の承認を賜り、またテーベ大司教に

も選任されていた。皇帝アンリは、聖スザンナの枢機卿にしてロマーニャ教皇

特使ベネデット同席のもとにマリン・ゼーノ殿に対して、ヴェネツィアに割り

当てられて いた四分 の一半を極 めて丁重 かつ愛情あ ふるる言 葉でもって 確証

し、また、ギリシァ人支配下にある他の市を征服・維持するための援助と支援

をも約束した。彼はその後、テサロニケ王となっていたモンフェッラート侯ボ

ニフーァチォの息女アニェーゼと結婚し 、彼女も二月に女帝の冠を戴き、父 侯

爵がアンリの忠臣となるよう取り計らった。ボニファーチォは、キプスラ市の

下を流れる川  [マリカ川、トラキア地方] のほとりで娘婿の皇帝アンリと会談

し、テサロニケ領の確認を得たが、自領に戻るところをヴァラキァ人とクマニ

ア人の雇い兵の大群に襲われ、戦闘中重傷を負って一千二百七年［9 月］に死

亡した。  

皇帝アンリは、あるときはギリシァ人の支援のもとにアジアにある帝国の多

くの市を暴政下に置いていたテオドロス・ラスカリスとともに 10）、またある

ときはブルガリア人やヴァラキア人の大群を率い て襲いかかり、何度とな  く

コンスタンティノープルの城門近くまで押し寄せて大損害を与え、住民や家畜

を大量にヴ ァラキア に奪い去っ ていたそ の王ヨハン ニッツァ と戦ったり して

絶えず戦闘にあったが、一千三百十六年六月テサロニケにて在位十年にして跡

継ぎのないまま死去し、帝国は姉妹ヴィオランテ  [ヨランド] に遺した。彼女

は誉れ高き騎士オーセール伯ピェール・ドゥ・クートネに嫁いでフランスにあ

ったが、兄アンリ皇帝の死を聞いて、夫と共にローマにやって来、一千二百十

七年四月サン・ジォヴァンニ・ラテラーノにて教皇ホノリウス三世より 厳粛で

華々しい儀式のうちに二人揃って戴冠された。彼らはすぐ封臣から一人を選ん

で名代としてコンスタンティノープルに派遣し、ロジェーロ・ペルマリーノ、

マリン・ストルラート、マリン・ゼーノ殿（彼らは当時のヴェネッィア総督［ピ

ェトロ・］ジャーニの特使として同市にあった）に対して、以下のことを固く

誓わせた。すなわち、自分たちが帝位にあるかぎり常に善き忠実な協力関係が

守られること、またその日までにロマーニャでヴェネッィア人との間に結ばれ
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たあらゆる取り決めや契約、叙品や位階、すなわち書面によるとよらぬとにか

かわらず、かつて皇帝フランドル伯ボードゥアン次いでその弟にして後継者ア

ンリによって、ヴェネッィア共和国とドージェの名代としてその時までにその

領上に駐在 したあら ゆるコンス タンティ ノープルの 統治者や ポデスタと の間

に結ばれたすべてが守られること、である。  

して同皇帝は妻の女帝とともにローマを発ってブリンディチォ［ブリンディ

ジ］に至り、教皇から特使として派遣された枢機卿コロンナとともにヴェネッ

ィア・ガレー船に乗り、ドゥラッツォ［アルバニァ沿岸都市］の陣地に赴いた。

そこは帝国の最初の分割でヴェネツィアに  割り当てられていたのが後に失わ

れた地であり、皇帝はそこを奪取して自分に譲ってくれるよう丁重に頼んだの

だが成就しなかった。というのは、テオドロス・ラスカリスの家来アルバニア

公テオドロス・コムネヌスなる強力なギリシァ人が暴力でもってそこを占領し

ていたからである。この男、ギリシァ的狡猾でもって、まず仲直りしたいと見

せかけて皇帝ピェールを市に迎え、同市を贈る振りをし、さらには恭しくコン

スタンティノープルまでお供しようと申し出、一方女帝の方は海路をヴェネツ

ィアのガレー船で先に送り、皇帝は特使と共に陸路を行った。が、とある日彼

は皇帝を食事中に殺害し、枢機卿コロンナを投獄した 11)。かくも突然で予期

しえぬこのニュースがコンスタンティノープルにもたらされると、誰も皆大き

な不安に捕らえられた。が、同市には当時ポデスタとしてイァコモ・ティ エポ

ロ殿が再び来ており、市においても帝国においても慎重かつ判断良く措置を講

じ、帝の死にともなって生じた混乱を数時間のうちにすっかり鎮めた。そして、

フランス人側の事態が日に日に悪化し、また彼らから当然期待してしかるべき

だった救援がもたらされなかったのをみて、同市で平和裡に暮らし安全を保つ

には、スルタン・ラスカリスほか各地で皇帝と戦っている近隣の領主たちと何

年間か休戦するのがよいと判断した。これは、彼の裁判官や顧間、および亡く

なった皇帝 の代わり に代官に選 ばれその 不在中市を 治めてい たフランス 人バ

ロン , コノン・ド・ベトゥヌの協力のもとに行われたのだが、その間に皇帝ピ

ェールの息子ロベールがフランスからコンスタンティノープルにやって来、あ

る期間帝国を統治した  (とも言われる) 母が死ぬと、一千三百二十年父ピェー

ルの後を継いで戴冠した。帝位は本来は長男たる兄フィリップのものであった
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が、自らすすんで弟に譲ったのだった。  

彼は、ヴェネッィア共和国から派遣されたポデスタたちが採ってきた優れた

措置や、絶えず続けてきた帝国政府における親切な助言を見て、当時再びポデ

スタの任にあったイァコモ・ティェポロ殿にこの上なき敬意と名誉を捧げ続け

た。そして、いかなる種類の事柄であれ何事によらず、帝国顧問たちよりまず

先に彼と相談・協議すべきことを命じた。また、いかなる決定においても先任

皇帝たちのしきたりにしたがって常にヴェネツィア・ポデスタの助言を請い、

書面において言及する必要ある場合は必ず、父や叔父たちにならって、ヴェネ

ツィア・ドージェを己が最も親しき友にして帝国の同僚と記していた。また私

は、その帝権にとっても、同時にポデスタのイァコモ・ティェポロ殿にとって

も四年目の一千二百二十四年四月二十日付け発行になる、セリンブリア［トル

コ領シリヴリ］にいるヴェネツィア人に対して認められた、上述皇帝ロベール

の特権認可状を読んだことがあるが、その中で彼は、ヴェネツィアドージェ、

ピェトロ・ジァーニ殿から書面で求められたとおり、最初に割り当てられたも

の以外、ヴェネッィア・ポデスタたちが新たに獲得したロマーニャの帝国の他

の領土をもすべて承認しており、また、そのままの言葉を引用すれば、「我々

が五つの領土で有する如く」、つまり最初の諸侯が獲得した領土が彼らの死と

ともに大部分皇帝の所有に帰したごとく、ドージェ・ジァーニとその後継者た

ちは、上述の新たに獲得された帝国領土についても同一の支配権と権限を有し

て当然であると述べている。ヴェネッィア人に対する皇帝のこうした愛想と好

意も決して理由がないわけではなく、自分の力がギリシァで極めて弱体化し、

当時その肩 に帝国全 体の大部分 が懸かっ ていたヴェ ネツィア 人から以外 に緊

急かつ多大な支援を期待できぬことをよくわきまえていたが故に、非常な名誉

と敬意を払って遇したのであった。ポデスタのイァコモ・ティェポロ殿は、こ

の時期にテオドロス・ラスカリスと五年間の休戦を結んだ。ラスカリスは、妻

が兄弟殺しのアレクシオスの娘だった関係上、コンスタンティ ノープル陥落後

ほどなくギリシァ人によって帝位に推戴され、現在ナトーリァ［アナトリア］

と呼ばれる コンスタ ンティノー プルの対 岸に当たる 地域をず っと支配し てい

た。そして彼との間に、厳かな宣誓のもとに多くの事項が取り決められたのだ

が、それらは後に、ヴェネッィア国家にもロマーニャのデスポタートにも共に
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大きな利益と名誉をもたらすこととなった。何よりも、ヴェネッィア人とヴェ

ネッィア商 人が安全 かついかな る障害や 損害もなく ラスカリ スの地で商 売す

ることができ、海上であれ陸上であれ常に自由に往来でき、自ら好むいかなる

種類の商品であれ何等の課税、つまリコメルキォ  comerchio、を支払うことな

く上述の地で売買することができる、としたことだった。コメルキォとは、当

時も今もコンスタンティノープル、シリア、その他トルコ帝国支配下にあるす

べての地で、トルコ人自身も含めて誰もが平等に納める慣わしになっている一

種の税金のことである（このコメルキォ税はしかし、コンスタンティノープル

においてもロマーニャにある他のいかなるヴェネッィア領においても、ラスカ

リス配下の者によって支払われていた）。さらにもしヴェネッィア人かその属

領民の船が彼の支配下にある地で危険にあったときは、積み荷はそっくり返還

されるべきこと、またもしヴェネツィア人もしくはその属領の商人が彼の領土

内にて死亡し遺言を残している場合は、その遺産は実際に遺族に返還されるこ

と、もし遺言なく死亡した場合あるいは死去の際身内の者が誰もいなかった場

合は、その所有物は、正当にその権利を主張できる者が現れるまで 死亡した地

の領主のもとにそっくり留め置かれること。また、厳かな宣誓と特別の約束を

もってするに、ラスカリスはその帝国内にて、ヴェネッィア・ドージェはその

デスポタートにていずれも、イペルペロ金貨もマヌラート金貨も鋳造する権利

を有しないこと（マヌラート manulato とは、ギリシァ人の間で評価の高い種

類の硬貨で、その鋳造者コンスタンティノープル皇帝マヌエルにちなんでかく

呼ばれる）、またそのどちらかに似るいかなる種類の金貨も、それぞれ自分た

ちの用に供するもの以外は造ってはならぬこと。またラスカリスは、いかなる

形 で あ れ自 分の船舶 あるいは船 隻をコン スタンティ ノープル 市に派遣し ては

ならぬこと、休戦中ドージェの許可なくヴェネッィア領で兵を募ってはならぬ

こと、である。こうした事を取り決めたのが、その能力ゆえに後に当共和国統

領の位に登ったかのイァコム・ティエポロ殿であり、彼はヴェネツィアの法規

をすべて収集整理し、一巻の書にまとめさせたのだが、その中にコンスタンテ

ィノープル支配当時そこから当市に持ち来たられた、覚え書きの形でだが、ヴ

ェネッィア 人の遺言 について同 市で守ら れていた布 告が記さ れているの が今

も見られる。すなわち、もしヴェネッィア・ポデスタかその代理の者、あるい
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は少なくと も当共和 国から派遣 された顧 間の一人の 署名のな い限り信を 置く

べからず、と。テオドロス・ラスカリスはティエポロとの休戦の後、自分たち

に有利となるよう皇帝ロベールと姻戚関係を結ばうと目論見、娘エウドキァを

嫁がせようとした。が、彼の総主教は、ラテン人と姻戚関係を持つことはほと

んど自分たちの規律に反するとしてこれを認めたがらず禁じたがため、その狙

いを達することはできなかった。そこで彼は、この望みを実現すべく様々な手

立てを試みたが果たせず、とうとう怒りのうちに死んでしまい  [1222 年]、 帝

国を娘 婿、 娘イ レー ネの夫 でそ れま で公 爵と呼 ばれ てい たジ ォヴァ ンニ  [三

世]・ヴァタツェに譲った。というのも、アルメニア人妻との三度日の結婚で

生まれた息子はまだ未成年で、統治する資格はなく、一方コンスタンティノー

プルの僣主 アレクシ オスの娘で あった最 初の妻アン ナとの間 にもうけた 二人

の息子はもうどちらも生存していなかったからである。テオドロスは享年七十

一才近く、約十八年にわたって支配し、(当時まだ出版されていなかったある

ギリシァ史で私が読んだところでは）小柄で褐色、髭は長く先の方が二つに分

かれ、片目はほぼ斜視、精力に溢れ戦いを好むが、怒りや贅沢から遠ざかって

いられない質の男だったという。他の点ではごく寛大な君主で、とても鷹揚だ

ったから、何か贈り物をしてそれで相手がすぐにも金持ちになるようしばしば

望んだという。とりわけラテン人とペルシャ人との戦争では極めて不運だった。

その遺骸は 最初の妻 アンナの遺 骨のある ビティニァ はニケー ア市のイァ チェ

ント修道院に葬られた。  

最後に、（話は戻るが）コンスタンティノープル皇帝ロベールは、若 者にあ

りがちなことだが、軽率にも富貴の家柄の若きギリシァ美人に恋をし、その乙

女 が自軍の 最初から の隊長の一 人だった ブルゴーニ ュ人と母 親によって 婚約

させられているのを知っていながら、それに顧慮することなくその女性を家に

伴った。ブルゴーニュ人の方はこうした侮辱に我慢がならずして激怒し、皇帝

のコンスタ ンティノ ープル不在 の折をと らえてある 夜家来多 数を従えて 宮殿

に侵入し、扉を破ってかの乙女と母親を捕らえ、その鼻と耳をそいでしまった。

母親の方は、自分が娘の略奪の原因となったことを悔やんで海に身を 投じた。

この悲劇に皇帝はすっかり心を 乱し、かの大将から加えられたこのひどい侮辱

に対する怒りと哀しみのあまり、帝国をマリン・ミケーレ殿（当時ヴェネッィ
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ア・ポデスタだったともいう）に任せて、もはやコンスタンティノープルには

戻らぬつもりで絶望のうちに出立し、イタリアにやって来た。ローマに赴いて、

身に降り懸かったこの悲惨な出来事を教皇に訴えたが、しばらく聖上の元にあ

って親しく慰められ、コンスタンティノープルに戻るよう諭された。が、その

道中重い病気にかかってモレーアで死亡し、帝国を弟のボー ドゥアンに遺した

のだが、彼はまだ帝国を統治できる年齢に達していなかった。ボードゥアンは、

後に成年に達すると、舅のエルサレム王ブリェンヌ伯ジャン（彼は前皇帝ロベ

ールの死後、娘マルタをその弟に嫁がせ、帝国政府の最初からの諸侯の助言 を

得て統治し、ヴァタツェの攻撃から数年間にわたってよく国を守った）の死ぬ

のを待って、コンスタンティノープル皇帝の位に就いたのだった 12）。  

 以上が、マルコ・ポーロポ殿がその書の冒頭で、「時に我らが主の御年一千

二百五十の頃  おい、総督殿の名代とてヴェネツィア・ポデスタが駐在する慣

わしであったコンスタンティノープルは皇帝ボードゥアンの御世に、云々」と

書き記している背景である。  

  かくて彼は、時に一千二百九十八年ジェ ノヴァでこの書を書き著していたと

き、ちょうど父と叔父が一千二百五十年ヴェネッィア・ドージェ、マリン・モ

レシーニ殿 治下のコ ンスタンテ ィノープ ルにいた頃 のことに 特に触れて おこ

うと思い 13）、己が旅を書き始めるに当たって、かつて祖国の有していた誉れ

高き地位と偉大さを示さんがため、（たとえ当時ロマーニャにおけるヴェネッ

ィア人国家 はすでに ギリシァに おけるフ ランス人領 同様大部 分失われて いた

とはいえ）その時代の記憶から始めるのがまことにふさわしくまた誉むべきこ

とであると判断したのだった。その後彼が獄中にあった時までの四十 八年間に、

フランス人 は彼がそ の名を挙げ ている上 記ボードゥ アン共々 ヴァタツェ によ

って追放され、ミケーレ［八世］・パレオロゴの力でギリシァ人が以前のコン

スタンティノープル帝国に戻ったのだった。このかくも希有にして輝かしき出

来事につき、我々のテーマに大いに関係すると思えたればこそ、ごく簡単なが

ら（しかし知っておくべきいくつかの事は漏らさず）ここに書き留めて置きた

いと願った次第である。というのも、当時の事について全くあるいはほとんど

何も知らず、その頃これら君公たちが置かれていた状態をご存知ない読者諸氏

にとって、これこのとおり三百年も前我が共和国がかくも永きにわたってコン
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スタンティノープルにポデスタを駐在させ、キリスト教精神の恵みをもってか

くも美しく光輝ある市と、かくも驚嘆すべき帝国の一部の主人であったことを

読んで、信じられぬと思えてはならぬと考えたからである。もっとも今は、キ

リスト教君主間の果てしない多くの争いのため、そこは不信の徒の支配下にあ

るのであるが。  

以上、私も上に委細を尽くせず、また今までまだ誰によっても書かれたこと

のないこの歴史全体の筋道、なかんずく特にシャンパーニュとブリァの伯ティ

ボーとブロ アの伯ル イがボード ゥアン他 の諸侯と共 に 一 千二 百年フラン ドル

で十字軍を組織し、シャンパーニュのさる町［ブルージュ］で議会を開いた後、

翌年六人の 誉れ高き 諸侯を使節 として信 任状と沢山 の贈り物 を携えてヴ ェネ

ツィアのドージェ・ダンドロのもとに遣わし、募り集めた四万人からなる三十

八個の軍隊と共に、聖地を奪回すべくシリアに渡るための船舶と艦隊を要請し

たことをそもそもの発端とする、この遠征のことを詳細かつ順序正しく理解な

さりたいお方は、当共和国の令名いや高き十人委員会の命により、我が息子パ

オロが目下ラテン語で執筆している歴史をお読みになるがよい。その仕事は、

かくも輝かしく栄えある出来事が、時の隔たりと共に今までよりもさらにおぼ

ろげになってしまうことのなきよう、大部ながら一巻の書にまとめるべく、い

つもながらの寛大さをもって彼に託されたものである。ついては、今までに書

かれたものがすべて集められ、一部は、当時コンスタンティノープルから奪い

取られた莫大な財宝と共に、これについて触れること のなかった歴史家たちに

よって当市 に持ち来 たられた記 録や信頼 すべき書物 の中から 取られたも ので

あり、また一部は、非常な権威と知謀を備えた偉大な一フランス人貴族直筆の ,

当代になってようやく発見され、サベッリコ 14） も他のいかなる著者もまだ見

たことのないという回顧録から取られたもので、その御方は、かの遠征にあっ

て常にフランドル伯ボードゥアンとその弟アンリの傍らにあり、それを指揮し

隅から隅まで通じていた者として、かの遠征を細部に至るまで詳細きわまりな

くフランス語で書き表わさんとしたのだった。その書は数年前、サン・マル コ

の守護者た るコンタ リーニ閣 下 が一千五 百四十一年 に皇帝カ ール五世治 下の

フランドル駐在大使であったとき、たまたまとある修道院の図書庫で見つけ、

一フランス人の手になる、今までどこにも見られなかったほどかくも正確かつ
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輝かしく記述された己が祖国のかくも美しい歴史物語が、フランドルの一図書

庫の中で、ベン書きのたった一冊の書物の中に永遠に埋もれたままになってし

まうのを惜しんで、当市に持ち帰ったものである 15）。      

 さて、その我が息子の手になる歴史の中では、以下のことがお読みになれよ

う。これら諸領の変化と発展、当時のギリシァ・アジア各地の皇帝や僣主たち

の選出・投獄・死、彼らの国の混乱、そして最後にラテン人の手からのかの帝

国全体の喪失、ロマーニャにおけるヴェネツィア人の支配、その特権と誉れ高

い権限、最初の帝国分割で割り当てられたトラキア・モレア・ペロポネソスの

各市・土地・城あるいは村落の名前、エーゲ海の島々、それを占領した領主、

失った領主たちの名前。自からは巡礼と称していたフランス人諸侯に割り当て

られた帝国領土、相次いで帝位についたボードゥアン・アンリ兄弟自身の分け

前、帝国獲得後の彼らの結婚と姻戚関係、モンフェッラート侯のテサロニケ王

登位とその領土、そのハンガリー王姉妹との結婚。初代ラテン皇帝ボードゥア

ンの死、彼は帝位の最初の年ヴァラキア人・ブルガリア人との戦闘で捕虜とな

り、何か月も投獄され、首をはねられ、その首はテルノブィツァ［トロノヴァ、

ブルガリアの町］にいたその王ヨハンニッツァのもとに運ばれたのだが、彼は

その首を洗わせ、中身を取り除き、壷の形にして周りに金の飾りをいっぱい施

し、杯の代わりにして酒を飲むのに用いさせたのだった。その他さらにまた、

皇帝なきあ と軍の指 揮をとって アドリア ノープル攻 撃に当た ったダンド ロ閣

下の奮戦と死。マルコ・ポーロ殿が旅の冒頭で語っているところの、当共和国

が永年にわたってコンスタンティノープルに保持したポデスタが、最初いかに

して設けられるに至ったかその経緯、同市並びに帝国に駐在してきたヴェネッ

ィア人行政官全員の名前。ヴェネツィア支配下の国々やギリシァから持ち来た

られた貴石・財宝・石柱・大理石像、神技ともみまがう金属製の素晴らしく美

しい四頭の馬がコンスタンティノープルから運ばれ来たった次第、それは元は

といえば、ネロがアウグストゥスの凱旋門から取ってきたものを、コンスタン

ティヌス皇帝がその凱旋門からまた取って、ローマからコンスタンティノープ

ルヘと持って行ったものであり、今はサン・マルコ教会広場に面した回廊に置

かれ、全世界から常に絶大な賛嘆をもって仰ぎ見られている。おびただしい数

の聖者や福者の聖遺物多数、当市のあらゆる教会、修道院、それにサン・マル
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コ教会ですらもそれで満ち満ちている 16）。 長期にわたった戦争、その一つは、

テサロニケ王ボニファーチォがペロポネソスの僣主レオン・ズゴウロス［ナウ

プリア・アルゴス・コリント・ラリッサの領主］に対してなしたもの［ 1205］

で、この僣主は極めて言葉巧みに口実をも うけてコラントとロマーニャのネア

ポリス［同半島の都市］を保持し、ラテン人に大きな苦しみを与えた。もう一

つは、フランス人や皇帝アンリとともにヴェネツィア・ポデスタがギリシァ人

テオドロス・ブラナス（彼はフィリップ慈悲王の父フランス王ルドヴィヒ六世

の娘アンナを妻にもらおうと、残りのギリシァ人のうちひとリフランス人と手

を結んだ、アンナはコンスタンティノープル征服前の最初の結婚で皇帝マヌエ

ルの息子アレクシオスの妻となっていた）と結んで、トルコで何度か行ったも

ので、その最初はテオドロス・ラスカリスに対するものであり、彼 は最初の妻

がギリシァ人であった関係から帝国の権利を主張し、かの国の大部分を支配し

ており、海峡を隔てたヴェネツィア人とフランス人に多大の損害を与えた。次

はトラキア における ヴァラキア とブルガ リアの王ヨ ハンニッ ツァに対す るも

ので、彼はその兄弟ピェトロとアッサンの代［ 1187-96］以来、相続上の理由

からギリシァ・ラテン人に敵対し、トラキアのネアポリス、パニドス［マルモ

ラ海岸の古都］、エラクレーア［マルマラエレジュリジ、同］、タウロロ現キオ

ルリック［キルクラレリ、トルコの町］、その他コンスタンティノープル近郊

に至るまでのかの国の多数の都市を破壊した。そして長年戦いに明け暮れた後、

とうとうテサロニケ近くで肺炎で死亡したのだが、ある晩夜中に一人の兵士に

わき腹を槍で突かれる夢を見、当時それは彼がどのような死に様をするか神が

予め告げられたものだと噂されたのだった。  

とまれ、十分に否おそらく十分すぎるほど沢山の脱線や長い余談でもって、

まず最初か の著者の 書の冒頭の 文から取 ったところ を解説し たからもう これ

くらいにし、マルコ・ポーロ殿の書のそこここに見えるいくつかの土地につい

ての若干の説明に移ることとしよう、親愛なる読者諸氏の大いなる知性をもっ

てしてもいささかの解説は必要とするであろうから。  

 

【 註 （ I-4）】  

1） ‘Esposizione di messer Gio Battista Ranmsio sopra queste parole di messer Marco Polo :
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≪ Nel tempo di Balduino, imperatore di Constantinopoli,  dove allora soleva stare un podesta 

di Venezia per nome di messer lo dose, correndo gli anni del nostro Signore 1250 ≫ , 

Navigazioni e Viaggi, a cura di Marica Milanesi, Torino Einaudi 1980, vo1. 3, pp. 37 -55. 前

回 の 参 考 文 献 の 他 に 、 E. A. Cicogna, Delle Iscrizioni Veneziane II, Venezia 1827, の Ramusio

家 の 項 (pp.310-37)。制 限 枚 数 の 関 係 上 注 は 最 小 限 に と ど め た が 、同 書 編 者 ミ ラ ネ ー ジ の 脚 注

以 外 ラ テ ン 帝 国 の 歴 史 に つ い て は :Frederic C. Lane, Storia di Venezia,Torino Einaudi 1978; 

Alvise Zorzi, La Repubblica del Leone, Milano Rusconi 1989; ル ネ ・ グ ル ッ セ (橋 口 倫 介 )『 十

字 軍 』白 水 社 1989。[  ]内 は 訳 者 注 。人 名・地 名 は な る べ く 原 音 あ る い は 慣 用 の も の に 変 え

た が 、 不 明 の も の は そ の ま ま イ タ リ ア 語 読 み に し た 。   

 2) ラ ム ー ジ ォ の 主 た る 典 拠 は 、著 名 な ヴ ィ ル ア ル ド ゥ ア ン の 回 顧 録 で あ る が 、そ の 原 文 入

手 の 経 緯 に つ い て は 本 文 の 最 後 に 明 ら か に さ れ て い る (注 15)。 他 に 、 同 郷 の 歴 史 家 サ ヌ ー ド

Marin Sanudo il Vecchio（ 1270-1343） の 十 字 軍 史 Liber Secretorum fidelium crucis、 歴 史 家

で も あ っ た ド ー ジ ェ 、 ア ン ド レ ー ア ・ ダ ン ド ロ Andrea Dandolo（ 1343-54） の ヴ ェ ネ ツ ィ ア

年 代 記 Venetorum Ducis Chronicon Venetum、 ビ ザ ン チ ン の 外 交 官 歴 史 家 ジ ォ ル ジ ォ ・ ア ク

ロ ポ リ タ Giorgio Acropolita（ 1217-82） の 十 字 軍 史 な ど 。 ラ ム ー ジ ォ の こ の 序 文 は 、 ヴ ィ ラ

ル ド ゥ ア ン 他 が 原 典 で 刊 行 さ れ て い る 今 で は そ の 価 値 は 減 じ た が 、ヴ ェ ネ ツ ィ ア 側 か ら み た 、

そ の 後 の 同 市 の 海 外 発 展 の 一 大 契 機 と な っ た 第 四 回 十 字 軍 な ら び に ラ テ ン 帝 国 史 と し て な お

貴 重 な 価 値 を 有 す る 。  

  3） 史 料 に よ っ て は 一 世 ： Bonifacio di Monferrato（ 1150ca-1207）。   

4）前 年 結 ば れ た 契 約 で は 、ヴ ェ ネ ツ ィ ア 側 が 十 字 軍 士 約  3 万 5 千（ 騎 士 4 千  5 百 と 馬 匹・

従 者 9 千 、歩 兵 2 万 ）の 輸 送 に 必 要 な 船 団 2 百 隻 と 兵 糧 、そ れ に ガ レ ー 船 50 隻 と 必 要 な 乗 組

員 5 千 人 を 、 1202 年  6 月  28 日 か ら 向 こ う 一 年 間 提 供 す る の に 対 し て 、 十 字 軍 側 は 銀 8 万  

5 千 マ ル ク 支 払 う と い う も の だ っ た 。 と こ ろ が 同 年 ヴ ェ ネ ツ ィ ア に 集 結 し た の は 約 1 万 人 、

手 付 け 金 も 3 万 5 千 マ ル ク が 支 払 わ れ た だ け で 残 り 5 万 マ ル ク が 滞 っ た た め 、 そ れ と 引 き 換

え に ザ ラ 次 い で コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル 攻 撃 の 方 向 転 換 と な る 。 エ ジ プ ト と は 密 接 な 通 商 関

係 に あ り 、 か え っ て ビ ザ ン チ ン と は 商 売 敵 の 間 柄 に あ っ た ヴ ェ ネ ツ ィ ア に は 、 聖 地 侵 攻 の 意

志 は あ ま り な か っ た と い わ れ る 。   

５ ）神 聖 ロ ー マ 皇 帝 フ ィ リ ッ プ（ 1197-1208）の 妻 は 、ビ ザ ン チ ン 皇 帝 イ サ キ オ ス 二 世 ア ン

ゲ ロ ス の 娘 イ レ ー ネ ・ ア ン ジ ェ リ ー ナ 。 従 っ て そ の 息 子 小 ア レ ク シ オ ス と は 義 兄 弟 と な る 。

こ の 父 子 が ア レ ク シ オ ス 三 世 に よ っ て 廃 位 ・ 投 獄 さ れ た の は 1195 年 。息 子 が 1201 年 に 脱 出
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し て 、 フ ィ リ ッ プ に 助 け を 求 め た 。 こ の 年 、 ボ ニ フ ァ ー チ ォ は フ ラ ン ス か ら の 帰 り に 同 宮 廷

に 立 ち 寄 っ て お り 、 三 者 の 間 で コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル 攻 撃 の 話 し 合 い が 持 た れ た も の と 考

え ら れ る 。  

６ ） ア レ ク シ オ ス ・ ド ゥ カ ス ・ ム ル ツ フ ロ ス Alexios Ducas Murzuflos： ア レ ク シ オ ス 三 世

の 義 兄 弟 、 次 の ア レ ク シ オ ス 四 世 の 宮 廷 で も 重 臣 。 十 字 軍 と 密 約 を 結 ん だ 父 子 皇 帝 に 対 す る

ビ ザ ン チ ン 人 の 反 乱 に よ り 、 1204 年 1 月 29 日 帝 位 に 就 き 、 ア レ ク シ オ ス ５ 世 を 名 乗 る 。   

７ ） コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル 攻 撃 と 略 奪 は 1204 年 4 月 9-13 日 。 ボ ー ド ゥ ア ン の 皇 帝 選 出

は 5 月 9 日 、 戴 冠 は 同 16 日 。 選 挙 で は 、 ヴ ェ ネ ツ ィ ア ・ ド ー ジ ェ ・ ダ ン ド ロ に は フ ラ ン  ス

諸 侯 が 、 ボ ニ フ ァ ー チ ォ に は そ の ジ ェ ノ ヴ ァ と の つ な が り か ら ヴ ェ ネ ツ ィ ア 人 側 が 反 対 し た

と 言 わ れ 、 結 局 7 対 5 で ボ ー ド ゥ ア ン と な っ た 。 ド ー ジ ェ 側 の 称 号 は 、 <Dominatore della 

quarta e mezza parte di tutto l'Impero della Romania>と し て 知 ら れ る 。          

８ ） 帝 国 分 割 に 当 た っ て ヴ ェ ネ ツ ィ ア は 、 内 陸 領 土 よ り も ア ド リ ア 海 か ら コ ン ス タ ン テ ィ

ノ ー プ ル に い た る 海 洋 交 易 ル ー ト の 拠 点 を 押 さ え る 政 策 で 臨 ん だ 。 実 際 に 領 有 あ る い は 保 護

領 化 し た の は 、 コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル の 八 分 の 三 、 サ ン タ ・ ソ フ ィ ア 教 会 と 総 主 教 領 、 ナ

ク ソ ス ・ ア ン ド ロ ス ・ キ オ ス ・ エ ウ ボ エ ア の 諸 島 、 ペ ロ ポ ネ ソ ス 半 島 西 南 端 の モ ド ン 港 と コ

ロ ン 港 （ ア ド リ ア 海 の 人 り 口 に 睨 み を き か す 「 共 和 国 の 両 眼 」）、 ア ド リ ア ノ ー プ ル 市 と ガ リ

ー ポ リ 市 、 マ ル モ ラ 海 の 諸 港 、 の 諸 地 域 。 ク レ ー タ 島 は 、 ボ ニ フ ァ ー チ ォ が ア レ ク シ オ ス 四

世 か ら 報 酬 と し て 貰 っ た の を す ぐ ヴ ェ ネ ツ ィ ア に 売 り 渡 し (1204.8.12)、 そ の 征 服 に は 多 大 の

困 難 を 伴 っ た が （ 1210）、 後 の ヴ ェ ネ ツ ィ ア 交 易 の 一 大 拠 点 と な り 、 1669 年 ト ル コ 人 に よ る

占 領 ま で 共 和 国 領 と し て 残 っ た 。コ ル フ 島 は 、1206 年 に 占 領 さ れ た が 後 に 放 棄 さ れ た 。ヴ ェ

ネ ツ ィ ア に 割 り 当 て ら れ た ギ リ シ ァ 西 部 は 亡 命 ギ リ シ ァ 人 コ ム ネ ノ ス 政 権 が 樹 立 さ れ 、 ヴ ェ

ネ ツ ィ ア の 占 領 下 に は 入 ら な か っ た 。 ネ グ ロ ポ ン テ （ エ ウ ボ エ ア ） 島 は 、 こ こ に あ る と お り

最 初 カ ル チ ェ レ と そ の 二 人 の 兄 弟（ 後 に こ の 二 人 に よ っ て 分 割 さ れ る ）に 与 え ら れ た が 、1209

年 以 降 は ヴ ェ ネ ツ ィ ア の 保 護 領 下 に 入 り 、 1407 年 ト ル コ に 征 服 さ れ る ま で 続 く 。  

こ の 時 期 に 後 の ポ ー ロ 家 の 活 躍 の 舞 台 も 整 え ら れ た こ と は 、 コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル に 同

家 の 支 店 が あ っ た こ と 、1300 年 ク レ ー タ 島 に 赴 く に あ た っ て 認 め ら れ た マ ル コ の 腹 違 い の 弟

マ ッ テ ォ の 遺 言 状 、帰 路 の 寄 港 地 ネ グ ロ ポ ン テ に も 支 店 が あ っ た こ と 、な ど か ら う か が え る 。

ま た 、 ラ ム ー ジ ォ が 用 い た 写 本 の 所 蔵 者 ギ ジ 家 は こ の 時 、 テ ィ ノ ス ・ ミ ュ コ ノ ス ・ 西 ス ポ ラ

デ ィ ス 諸 島 を 領 有 し て い る （ cf.「 序 文 一 」 注 28、 45）。  

９ ） が 、 そ の 後 の 歴 代 ポ デ ス ク は 明 確 で は な い 。 初 代 Marino Zen (1205.6.29-)が い つ ま で
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そ の 任 に あ っ た か 不 明 。 二 代 目 （ ? ） Jacopo Tiepolo は ク レ タ 島 カ ン デ ィ ア 初 代 ポ デ ス タ  

(1210-)の 職 に 8 年 あ っ た と こ ろ か ら す る と 、1217 年 頃 就 任 し た も の か 。そ の 後 1229 年 ヴ エ

ネ ツ ィ ア・ド ー ジ ェ と な る ま で に 再 任 さ れ て い る 。Marin Michele も 任 期 不 明 。帝 国 崩 壊 時 最

後 の ポ デ ス タ は Marco Gradenigo。 一 方 当 時 の 歴 代 ド ー ジ ェ は 1 Enrico Dandolo (1192. 6. 1-

1205. 6. 1), 2 Pietro Ziani (1205. 8. 5-1229), 3 Jacopo Tiepolo (1229-1249. 6), 4 Marino 

Morosini (1249. 6. 13-1253. 1. 1),  5 Ranieri Zen (1253.  1. 25-1268. 7. 7)。 以 下 マ ル コ の 時

代 ま で は 、 6 Lorenzo Tiepolo (1268. 7. 23-1275. 8. 15), 7 Jacopo Contarini (1275. 9. 16-1280. 

3. 5), 8 Giovanni Dandolo (1280. 3. 31-1289. 11. 2), 9 Pietro Gradenigo (1289.  11-1311. 8. 

13), 10 Marino Zorzi (1311. 8. 23-1312), 11 Giovanni Soranzo (1312. 7. 13-1329)。   

10） テ オ ド ロ ス ・ ラ ス カ リ ス Teodoros Lascaris (1175ca-1222)： ア レ ク シ オ ス 三 世 の 娘 婿

で 同 五 世 の 義 兄 弟 。1204 年 の コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル 陥 落 時 に 妻 の ア ン ナ・ア ン ジ ェ リ ー ナ

と ア ナ ト リ ア の ニ ケ ー ア に 逃 れ 、ギ リ シ ァ 人 朝 臣 と 亡 命 政 権 を 建 て て ラ テ ン 帝 国 に 抵 抗 し た 。  

 11） 同 地 方 は 、 イ サ キ オ ス 二 世 と ア レ ク シ オ ス 三 世 の 叔 父 ミ ケ リ ス ・ コ ム ネ ノ ス が エ ピ ロ

ス に ギ リ シ ァ 人 政 府 を 建 て 、 そ の 後 継 者 の 弟 テ オ ド ロ ス と と も に ラ テ ン 帝 国 に 対 立 し た 。 皇

帝 ピ ェ ー ル の 死 の 真 相 に つ い て は 不 明 。 こ の 元 オ ー セ ー ル 伯 ピ ェ ー ル ・ ド ・ ク ー ト ネ は 、 ア

シ ル・リ ュ シ ェ ー ル  (木 村・福 本 訳 )『 フ ラ ン ス 中 世 の 社 会 ― フ ィ リ ッ プ・オ ー ギ ュ ス ト の 時

代 』 (東 京 書 籍 1990、 pp 365-71)に 、 悪 逆 非 道 の 封 建 領 主 の 一 例 と し て 登 場 し て い る 。   

 12） 皇 帝 ロ ベ ー ル の 死 は 1228 年 、 そ の 時 弟 の ボ ー ド ゥ ア ン は 11 歳 、 前 エ ル サ レ ム エ 王

(1210-25)ジ ャ ン ・ ド ・ ブ リ ェ ン ヌ が し ば ら く そ の 摂 政 に 当 た っ た 後 、 1231 年 皇 帝 と な り 、

1237 年 死 亡 。す ぐ ボ ー ド ゥ ア ン（ 妻 は ブ リ ェ ン ヌ の 娘 マ リ ー ア ）が 帝 位 に 登 り 、1261 年 ラ テ

ン 帝 国 滅 亡 の 時 ま で そ の 位 に あ っ た 。 以 上 か ら 歴 代 ラ テ ン 皇 帝 は 、 l Baudouin (1204. 5. 9-

1206), 2 Henri (1206. 8. 20-1216. 6), 3 Yolande & Pierre de Courtenay (1217. 4-1219?)、  4 

Robert (1221?-1228), 5 Jean de Brienne (1228(1231)-1237), 6 Baudouin II (1237-1261. 7. 

25)。   

 13）二 人 が 同 市 か ら 一 回 目 の 東 方 行 に 出 立 し た の は 1260 年 頃 の こ と で あ り 、そ の 時 の ド ー

ジ ェ は モ レ シ ー ニ で は な く ラ ニ ェ ー リ ・ ゼ ン （ 注 9）。   

14) Sabellico (1436ca-1506)： 本 名  Marcantonio Coccio。 詳 細 な ヴ ェ ネ ツ ィ ア 史  (1487)、 

古 代 か ら 現 代 に 及 ぶ 膨 大 な 世 界 史  (1498-1504)が 知 ら れ る 。   

15） フ ラ ン ス 側 の 侍 大 将 で 実 質 的 な オ ー ガ ナ イ ザ ー 、 ヴ ィ ル ア ル ド ゥ ア ン Geoffroy de 

Villehardouin, Histoire de la Conquête de Constantinople（ 伊 藤 敏 樹 訳 注 『 コ ン ス タ ン チ ノ ー



22 

 

プ ル 征 服 記  第 四 回 十 字 軍 』筑 摩 書 房 1988）、そ の オ リ ジ ナ ル 原 稿 が 、こ こ に 述 べ ら れ て い る

と お り 、コ ン タ リ ー ニ に よ っ て 1541 年 ブ リ ュ ッ セ ル か ら ヴ ェ ネ ツ ィ ア に 持 ち 帰 ら れ 、ラ ム ー

ジ ォ の 手 に 入 っ た も の 。そ の ラ テ ン 語 訳 注 の 仕 事 が 1557 年  1 月 23 日 十 人 委 員 会 よ り 息 子 パ

オ ロ Paolo (1532-1600)に 託 さ れ（ と す る と 、ラ ム ー ジ ォ は こ の 最 後 の 部 分 を 死 の 半 年 前 に 書

き 足 し た こ と に な る ）、 1573 年 に は 出 来 上 が っ て い た が 、 そ れ が 印 刷 さ れ た の は 、 祖 父 ラ ム

ー ジ ォ と 同 じ く 書 記 局 に あ っ て 外 交 官 と し て 活 躍 し た そ の 子 ジ ロ ー ラ モ Girolamo (1555-

1610)に よ っ て 、 父 パ オ ロ の 死 後 1609 年 の こ と 。 フ ラ ン ス 語 原 文 テ キ ス ト は 1601 年 リ ヨ ン

に て 、彼 自 身 の 手 に な る イ ク リ ア 語 訳 は 1604 年 ヴ ェ ネ ツ ィ ア に て 、い ず れ も ジ ロ ー ラ モ に よ

っ て 出 版 さ れ た ： cf. Cicogna pp. 330-6; Parks pp. 143-4。 し た が っ て 、 ラ ム ー ジ ォ の こ の 序

文 は そ の 最 も 早 い 紹 介 と な る 。   

16） サ ン ・ マ ル コ 教 会 に は 今 も 、 ク リ ス ト の 血 ・ 十 字 架 の 釘 ・ 聖 ジ ォ ル ジ ォ の 腕 ・ 洗 礼 者

ヨ ハ ネ の 頭 蓋 骨 の 一 部 、 な ど の こ の 時 の 聖 遺 物 が み ら れ る 。  

 

 

 

図 2 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 共 和 国 海 外 領 土 （ 1204~1797） (ル カ ・ コ ル フ ェ ラ イ p. 23) 
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図 3 ア ー ク レ 地 図  (Venezia e l’Oriente ,  ed. Zorzi, Electa 1981, p. 55)  

 

 

 

図 4 1204 年 頃 の コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル （ ヴ ィ ル ア ル ド ゥ ア ン p. iv）  
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図 5 テ ィ ン ト レ ッ ト 「 ザ ー ラ 攻 略 」 (ヴ ェ ネ ツ ィ ア 総 督 宮 ) 
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    図 6 コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プ ル に 迫 る 十 字 軍 の 船 団 （ BNF fr. 5594, f. 217r）  


